
主な内容
平成28年度町政執行方針‥‥‥‥‥‥

平成28年度教育行政方針‥‥‥‥‥‥

働くあなたを応援します‥‥‥‥‥‥

防災ワンポイントコーナー‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「ありがとう忘れないよ」
３月15日に行われた弟子屈中学校（杉山稔校長）卒業式での１コ
マです。友人や後輩、先生方との別れを惜しみながら、３年間
慣れ親しんだ学びやを巣立ちました。

（関連記事24～25ページ）

い
つ
か
ど
こ
か
に
第
２
展
望
台
が
…

（
摩
周
湖
第
１
展
望
台
か
ら
摩
周
湖
を
臨
む
）
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町
政
を
お
預
か
り
し
て
15
年
が
経
過

し
、
４
期
の
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。第

５
次
総
合
計
画
の
前
期
計
画
が
終
了
し
、

後
期
計
画
策
定
の
準
備
を
す
る
年
で
あ

り
、
昨
年
末
に
策
定
し
た「
て
し
か
が
・
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
」が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も「
住
民
の
福
祉
」の
た
め
に
、
さ

ら
に
地
道
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を
進

め
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観
光
を
再

構
築
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
町
民
の
医

療
・
福
祉
・
介
護
・
子
育
て
環
境
・
教
育
環

境
の
整
備
、
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
を
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
人
口
の「
社
会

増
減
ゼ
ロ
」に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
推
し
進
め
、
創
生
戦
略
で
掲
げ
た

２
０
４
０
年
の
人
口
６
千
人「
水
と
森
と

人
が
共
に
輝
き
、
活
力
あ
ふ
れ
る
自
立
し

た
町
～
誰
も
が
自
慢
し
、
誇
れ
る
、
家
族

の
よ
う
な
町
」を
目
指
し
て
、
ま
い
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
行
政
の
総
合
力
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
た
め
、
役
場
全
体
が
同
じ
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て「
一
体
感
」や「
チ
ー
ム
」の
意
識
を

鼓
舞
し
、弟
子
屈
町
民
で
あ
る「
プ
ラ
イ
ド
」

を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
５
次
総

合
計
画
の
後
期
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、

町
民
が「
豊
か
さ
」「
幸
福
感
」を
実
感
で
き

る
よ
う
、
既
存
の
各
事
務
事
業
を
磨
き
上

げ
、
精
度
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
同

計
画
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
既
存

の
事
務
事
業
、
新
た
な
事
務
事
業
の
目
標

や
指
標
を
明
確
に
し
、
よ
り
実
効
性
が
高

ま
る
よ
う
、計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
と

い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、

施
策
・
事
務
事
業
を
着
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。「
て
し
か
が
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
戦
略
」に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
で
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

事
業
実
施
を
効
果
的
に
進
め
る
一
方
で

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
継
続
し
て

進
め
て
い
き
ま
す

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼�

国
立
公
園
の
名
称
変
更
に
係
る
関
係

機
関
へ
の
要
請
活
動
の
継
続
。

▼�

摩
周
湖
に
お
け
る
、
長
期
的
な
保
全
を

目
的
と
し
た
調
査
活
動
の
継
続
。

▼�「
摩
周
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
」「
摩
周
岳

登
山
道
維
持
管
理
」な
ど
、町
民
や
関
係

機
関
団
体
と
の
協
働
事
業
推
進
に
よ

る
、
摩
周
湖
の
国
立
公
園
と
し
て
の
希

少
価
値
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
の

推
進
。

▼�

屈
斜
路
湖
に
お
け
る
、
湖
水
利
用
の
問

題
点
解
消
や
、
魚
類
な
ど
の
自
然
資
源

の
活
用
な
ど
、保
全
と
活
用
の
両
立
。

▼�

市
街
地
の
用
途
地
域
見
直
し
に
よ
る
、

町
全
域
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定
。

▼�

地
籍
調
査
事
業
に
お
け
る
地
図
情
報

の
シ
ス
テ
ム
化
と
、
土
地
利
用
、
土
地

取
引
の
円
滑
化
の
推
進
。

循
環
型
社
会
の
構
築

▼�

地
熱
開
発
に
お
け
る
、
事
業
化
に
向
け

た
調
査
研
究
の
推
進
。

▼�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の
普
及
啓
発
の

推
進
と
、
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
行
動
計

画
の
強
化
。

▼�

ス
プ
レ
ー
缶
の
分
別
回
収
と
資
源
化

処
理
の
実
施
。

足
腰
の
強
い
産
業
育
成

▼�

国
に
対
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
要
請
と
、農

家
支
援
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
の
検
討
。

▼�

農
業
経
営
の
維
持
・
安
定
の
た
め
の
継

続
的
な
基
盤
整
備
、
担
い
手
育
成
・
確

保
、
今
後
の
農
業
生
産
の
在
り
方
な
ど

へ
の
対
応
。

　平成28年第１回町議会定例会が３月８日か

ら11日まで開かれ、平成28年度予算案などが審

議されました。

　德永町長が行った町政執行方針と、小林教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

平成28年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

▼�

耕
畜
連
携
に
よ
る
域
内
自
給
飼
料
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
導
入
元
の
鹿
児
島

県
日
置
市
と
本
町
の
酪
農
家
に
よ
る
、

研
修
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援
。

▼�

新
規
就
農
し
た
２
戸
に
対
す
る
営
農

継
続
へ
の
支
援
。

▼�

農
協
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
実
習
生

の
受
け
入
れ
事
業
へ
の
支
援
。

▼�

家
畜
ふ
ん
尿
の
臭
気
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
の
継
続
。

▼
家
畜
伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
継
続
。

▼�

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
の

継
続
。

▼�

経
営
所
得
安
定
対
策
制
度
継
続
へ
の

要
望
の
実
施
。

▼�

新
た
な
作
物
導
入
に
よ
る
経
営
形
態

の
見
直
し
や
輪
作
体
系
の
確
立
。

▼�

摩
周
メ
ロ
ン
、
摩
周
そ
ば
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
。

▼�

環
境
に
配
慮
し
た
土
づ
く
り
に
対
す

る
支
援
の
継
続
。

▼�

弟
子
屈
町
産
ブ
ド
ウ
を
使
用
し
た
ワ

イ
ン
の
特
産
品
と
し
て
の
確
立
。

▼�

ワ
イ
ン
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
面
積

拡
大
と
、
地
元
醸
造
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
。

▼�

道
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
、
町
営
牧

場
の
草
地
整
備
や
育
成
舎
の
新
設
な

ど
の
実
施
。

▼�

草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
に

よ
る
粗
飼
料
の
高
効
率
生
産
へ
の
取

り
組
み
。

▼�

町
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
森

づ
く
り
の
推
進
。

▼�

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
林

業
専
用
道
整
備
や
、
町
有
林
の
多
面
的

機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
町
有
林

造
林
事
業
の
継
続
実
施
。

▼�

林
業
多
目
的
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
木

育
行
事
を
実
施
す
る
な
ど
、木
と
森
林
・

林
業
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実
と
林

業
の
普
及
・
啓
も
う
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
な
ど
に

よ
る
地
元
消
費
喚
起
へ
の
支
援
。

▼�

道
の
駅「
摩
周
温
泉
」の
充
実
と
観
光
案

内
所
活
用
に
よ
る
、
観
光
客
の
町
内
で

の
購
買
促
進
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

中
小
企
業
振
興
条
例
の
融
資
制
度
な

ど
に
よ
る
安
定
経
営
や
各
種
設
備
投

資
な
ど
、支
援
制
度
の
活
用
促
進
。

▼
道
の
駅
全
国
大
会
の
開
催
。

▼�

摩
周
湖
観
光
協
会
、
て
し
か
が
え
こ
ま

ち
推
進
協
議
会
な
ど
、
住
民
主
体
の
活

動
の
支
援
。

▼�
観
光
に
お
け
る
外
部
有
識
者
・
専
門
家

の
積
極
的
な
活
用
と
、
他
地
域
の
情
報

や
専
門
的
な
助
言
の
活
用
。

▼�「
水
の
カ
ム
イ
観
光
圏
」な
ど
広
域
観
光

で
の
取
り
組
み
の
継
続
。

▼�

本
町
に
と
っ
て
有
益
な
企
業
の
誘
致

推
進
。

保
健
医
療
体
制
の
充
実

▼�

摩
周
厚
生
病
院
で
の
個
別
が
ん
検
診

の
導
入
。

▼�

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
へ
の
取
り

組
み
。

▼�

保
健
指
導
や
健
康
教
育
の
充
実
に
よ

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
健
康
寿
命
向

上
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

新
た
に
定
期
接
種
と
な
る「
日
本
脳
炎

予
防
接
種
」の
円
滑
な
実
施
。

▼�

各
種
予
防
接
種
費
用
助
成
の
継
続
。

▼�

地
域
医
療
体
制
の
強
化
と
病
院
の
安

定
的
経
営
の
確
保
。

▼
摩
周
厚
生
病
院
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼�

摩
周
厚
生
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
摩
周
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園
の

円
滑
な
連
携
の
推
進
。

▼�

乳
幼
児
～
高
校
生
の
医
療
費
実
質
無

料
化
に
よ
る
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
の
実
施
。

▼�

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
適
切
な
運
営
。

クリーンウオーク継続などで摩周湖の価値を高めたい

ワイン醸造用ブドウの栽培をさらに増やして

環
　
人
と
自
然
が
共
生

　
す
る

活
　
ま
ち
に
活
力
・
活
気
・

　
雇
用
を
生
み
出
す

暮
　
誰
も
が
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る

大切にしたい木育への取り組み
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平
成
28
年
度
一
般

会
計
予
算
は
総
額
77

億
７
千
５
０
０
万
円

で
、
前
年
度
比
０
・
８

％
の
増
額
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
な

ど
６
つ
の
特
別
会
計

の
合
計
額
は
31
億
６

千
１
９
６
万
１
千
円

で
、
前
年
度
比
２
・
６

％
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
昨
年

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
経
済
財
政

運
営
と
、
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１

５
に
基
づ
く
地
方
一
般
財
源
が
前
年

度
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
の

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

を
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
で
見
込
み
つ
つ
、

歳
出
の
増
加
に
伴
い
財
源
不
足
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
弟
子
屈
消
防
署
の
移

転
改
築
に
伴
う
負
担
金
な
ど
を
計
上

し
て
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
予
算
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
済
情
勢
や
国
の
制
度
、

有
利
な
起
債
な
ど
を
活
用
し
て
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

※�

平
成
28
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
今
月
の
広
報
紙
に
折
り
込
ま
れ
て

い
る
「
て
し
か
が
町
知
っ
て
得
す
る
便

利
帳
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平成28年度
予算のポイント

地
域
福
祉
の
充
実

▼�

老
人
ホ
ー
ム
の
充
実
と
、
地
域
交
流
ホ

ー
ル
活
用
に
よ
る
、
福
祉
と
医
療
の
連

携
の
推
進
。

▼�

介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に

よ
る
、２
０
１
７
年
度
か
ら
の「
新
し
い

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

を
含
む
地
域
支
援
事
業
の
準
備
。

▼�

要
援
護
者
台
帳
の
充
実
と
、
関
係
機
関

と
の
連
携
活
用
。

▼�

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
、

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
援
助
の
推
進
。

▼�「
障
害
者
総
合
支
援
法
」の
適
正
な
運
用

と
、
福
祉
用
具
の
給
付
や
相
談
支
援
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
。

▼�「
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
」の
安
定
的

な
制
度
実
施
。

子
育
て
支
援

▼
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
実
施
。

▼
妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
拡
充
。

▼�

保
育
園
や
幼
稚
園
の
利
用
者
負
担
の

助
成
の
継
続
。

▼�「
認
定
こ
ど
も
園
」を
含
め
た
幼
稚
園
と

保
育
園
の
将
来
像
決
定
に
向
け
た
関

係
機
関
で
の
協
議
実
施
。

▼�

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
指
導
と
支
援
の
充
実
。

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
未

就
学
児
が
い
る
家
庭
へ
の
訪
問
支
援

の
充
実
と
育
児
支
援
の
推
進
。

▼�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
働
く

保
護
者
の
支
援
、
利
用
児
童
の
安
全
・

健
康
の
確
保
と
社
会
性
や
自
主
性
の

向
上
へ
の
取
り
組
み
。

生
活
基
盤
の
向
上

▼�

石
綿
管
改
修
と
検
定
満
了
水
道
メ
ー

タ
ー
器
な
ど
の
工
事
に
よ
る
維
持
・
管

理
体
制
の
強
化
と
、
安
全
、
安
心
な
水

道
水
の
供
給
。

▼�

老
朽
化
し
た
管
路
の
布
設
替
え
に
よ

る
温
泉
の
安
定
供
給
。

▼�

摩
周
・

別
地
区
で
の
下
水
道
工
事
の

実
施
。

▼�

機
械
計
装
設
備
の
更
新
に
よ
る
弟
子

屈
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
長
寿
命
化
。

▼�

下
水
道
未
普
及
地
域
に
お
け
る
整
備

手
法
に
つ
い
て
の
検
討
。

▼�

公
営
住
宅
３
棟
12
戸
の
建
設
。

▼�

み
は
ら
し
台
団
地
３
号
棟
の
給
排
水

設
備
の
改
修
・
北
側
壁
断
熱
の
補
強
、

サ
ッ
シ
の
高
断
熱
化
な
ど
を
含
め
た

長
寿
命
化
改
善
工
事
、
浴
室
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
化
な
ど
の
住
環
境
の
改
善
工
事
、

物
置
の
改
築
の
実
施
。

▼�

住
宅
建
設
促
進
事
業
継
続
に
よ
る
民

間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
。

▼�

自
治
会
、
各
種
団
体
と
の
連
携
・
協
力

に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
。

▼�

水
郷
公
園
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、
湯
の

島
公
園
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
改
修
事
業
な

ど
に
よ
る
公
園
の
長
寿
命
化
の
実
施
。

▼�

町
道
奥
春
別
団
地
線
、鐺
別
西
５
号
線
、

泉
町
７
号
線
の
改
良
・
舗
装
工
事
、


別
43
線
の
防
雪
柵
新
設
工
事
の
継
続
。

▼�

南
弟
子
屈
橋
の
改
修
な
ど
、
既
存
橋
り

ょ
う
修
繕
の
計
画
的
な
推
進
。

安
全･
安
心
の
確
保

▼�

倒
壊
等
の
恐
れ
が
あ
る
空
き
家
除
却

に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
の
解
消
。

▼�

弟
子
屈
警
察
署
や
各
関
係
機
関
・
自
治

会
な
ど
と
連
携
し
た
交
通
安
全
運
動

に
よ
る
、
交
通
事
故
の
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

交
通
安
全
指
導
員
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
の
開
催
。

▼�

生
活
安
全
推
進
協
議
会
や
防
犯
協
会
、

暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
犯
罪
防
止

へ
の
取
り
組
み
。

▼�

弟
子
屈
消
費
者
協
会
や
弟
子
屈
警
察

署
な
ど
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有

に
よ
る
、
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た

め
の
意
識
啓
発
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

総
合
的
な
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

備
え
た
消
防
庁
舎
の
移
転
新
築
工
事
。

▼�

ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

の
運
用
開
始
。

▼
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
。

学
校
教
育
の
充
実

▼�

総
合
教
育
会
議
に
よ
る
、
教
育
に
係
る

諸
施
策
の
展
開
。

▼�

小
・
中
学
校
、高
等
学
校
の
さ
ら
な
る
連

携
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
教
育
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
。

▼�

弟
子
屈
高
校
存
続
へ
向
け
た
働
き
か

け
の
継
続
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼�

町
公
民
館
開
館
50
周
年
記
念
事
業
の

実
施
。

▼�

学
校
や
家
庭
、地
域
住
民
が
連
携
・
協
力

し
て
積
極
的
に
教
育
に
関
わ
る
体
制

づ
く
り
の
推
進
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

文
化
、
体
育
協
会
な
ど
の
活
動
支
援

や
、子
ど
も
た
ち
の
全
道
・
全
国
大
会
出

場
へ
の
助
成
の
継
続
。

▼�

子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る

愛
着
や
誇
り
の
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
、さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供
。

▼�

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
。

▼�

文
化
財
の
保
存
・
活
用
な
ど
歴
史
・
文
化

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
。

人
材
育
成
・
人
づ
く
り
・
人
材
の
確
保

▼�

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
人
材
育
成
へ

の
取
り
組
み
。

▼�「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
」

の
充
実
・
強
化
に
よ
る
、地
域
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
や
、
多
様
化

す
る
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
人
材
の

育
成
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
・
交
流
活
動
支
援

▼�「
人
財
バ
ン
ク
」に
よ
る
、
地
域
づ
く
り

人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
、
人
材
の

情
報
交
換
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
。

▼�

道
の
駅
５
周
年
記
念
に
合
わ
せ
た「
日

置
市
物
産
展
」の
実
施
。

▼�

玉
川
学
園
と
の
包
括
的
な
連
携
強
化
。

と
も
に
汗
を
か
き
進
め
る
ま
ち
づ

く
り

▼�

旧
昭
栄
小
学
校
の
跡
地
利
用
を
含
め

た
、
南
弟
子
屈
地
域
の
地
域
づ
く
り
の

推
進
。

▼�

国
の
指
針
に
基
づ
い
た
、
男
女
共
同
参

画
の
計
画
策
定
。

時
代
に
即
し
、
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営

▼�

広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
な
ど
を

活
用
し
た
、
町
民
向
け
の
町
政
に
関
す

る
情
報
提
供
の
充
実
と
、
情
報
共
有
推

進
に
よ
る
、
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
。

▼�

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
、
ウ
ェ
ブ
版
タ
ウ
ン
メ

ー
ル
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
政
懇
談

会
、
自
治
会
総
会
な
ど
か
ら
得
た
意
見

の
、町
政
運
営
へ
の
反
映
。

▼�

地
方
公
務
員
法
改
正
に
よ
る
町
職
員

人
事
評
価
制
度
の
運
用
開
始
。

▼�

各
種
研
修
制
度
を
活
用
し
た
、
町
職
員

の
資
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
伴
う
、
町

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
導
入
。

▼�

各
種
滞
納
処
分
強
化
に
よ
る
、
さ
ら
な

る
税
収
の
確
保
。

▼�

税
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
運
用
に
向

け
た
準
備
。

　
今
年
度
は
、
私
の
任
期
の
最
終
年
で

す
。将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
が

「
豊
か
で
幸
せ
な
ま
ち
」を
実
感
で
き
る
よ

う
、全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

人
　
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

　
行
動
す
る
人
を
育
て
る

育
　
豊
か
な
心
を
育
て
、

　
文
化
を
大
切
に
す
る

公
　
誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

　
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

老人ホームのさらなる充実を

交通安全運動を推進（旗の波街頭啓発）

南弟子屈の地域づくりを考える

より効果的な行政情報の提供と町政への民意の反映を目指し
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社
会
構
造
や
価
値
観
な
ど
急
激
な
社

会
の
変
化
に
伴
い
、よ
り
一
層
、高
度
化
・

複
雑
化
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。教
育
に
お
い
て
も
「
新
教
育

委
員
会
制
度
の
推
進
」「
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
」な
ど
、
新
た
な
時
代
の
教
育
の
実
現

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
改
革
が
急

速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年

「
総
合
教
育
会
議
」を
設
置
し
、町
長
と
教
育

委
員
会
と
の
協
議
の
中
で
「
教
育
大
綱
」
を

策
定
し
ま
し
た
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
長
部
局
と
の
連
携

を
深
め「
教
育
大
綱
」で
示
す
、
３
カ
年
の

施
策
を
精
力
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
生

き
生
き
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
学
校
教

平成28年度教育行政方針

教育長　小　林　俊　夫

育
の
充
実
」と
、
潤
い
と
活
力
を
生
み
出
す

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど「
社
会
教
育
の
振
興
」

が
、
有
機
的
で
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
な

る
よ
う
、一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▼�「
教
育
大
綱
」「
弟
子
屈
町
教
育
推
進
基

本
計
画
」「
平
成
27
年
度
教
育
行
政
方
針

の
検
証
」に
基
づ
く
、
施
策
の
実
行
、
点

検
、評
価
に
よ
る
教
育
の
充
実
。

▼�

移
動
教
育
委
員
会
、
地
域
の
方
々
と
の

意
見
交
換
、
学
校
や
社
会
教
育
行
事
な

ど
の
訪
問
に
よ
る
、
現
状
把
握
と
諸
課

題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
有
効
活
用
に

よ
る
開
か
れ
た
教
育
行
政
の
推
進

▼�

各
学
校
に
お
け
る
、
子
ど
も
や
地
域
の

実
態
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動

の
展
開
。

▼�

へ
き
地
複
式
教
育
の
充
実
に
向
け
た

支
援
。

▼�

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教

育
課
程
の
編
成
・
実
施
に
対
す
る
支
援
。

１
　�

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

▼�

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
、

参
観
日
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
呼
び

か
け
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
。

▼�

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
見
の
教

育
活
動
へ
の
反
映
に
よ
る
、
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
の
推
進
。

２
　
学
習
指
導
の
充
実

▼�

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
喜
び
を
実
感
で

き
る
授
業
を
通
じ
た
、
基
礎
的
・
基
本

的
な
知
識
や
技
能
の
確
実
な
定
着
。

▼�「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」「
弟
子
屈

町
学
力
調
査
」な
ど
の
実
施
に
よ
る
、子

ど
も
の
学
力
や
学
習
状
況
の
把
握
と
、

授
業
づ
く
り
へ
の
反
映
。

▼�

弟
子
屈
小
学
校
・
弟
子
屈
中
学
校
に
お

け
る
複
数
教
員
に
よ
る
少
人
数
指
導

の
実
施
。

▼�

外
国
語
指
導
助
手
２
人
名
体
制
の
継

続
に
よ
る
、
外
国
語
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
。

３
　�「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

▼�

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
然
体
験
な
ど

を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
の

育
成
。

▼�

姉
妹
都
市
中
学
生
交
流
事
業
・
鹿
児
島

県
日
置
市
派
遣
団
が
、日
置
市
・
本
町
の

中
学
生
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と

な
る
よ
う
な
取
り
組
み
。

▼�「
弟
子
屈
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」各

学
校
の「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
い
た
、
い
じ
め
の
撲
滅
と
未
然

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実
。

▼�

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
実
態
把
握
と
、解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相

談
員
な
ど
に
よ
る
学
校
相
談
体
制
の

充
実
。

▼�

学
校
生
活
適
応
調
査
な
ど
の
活
用
に

よ
る
、
子
ど
も
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の

早
期
発
見
、解
消
へ
の
取
り
組
み
。

４
　�

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼�「
弟
子
屈
町
教
育
支
援
活
動
運
営
委
員

会
」な
ど
関
係
機
関
と
の
協
力
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
学
習
」の
実
施
。

▼�

北
海
道
教
育
委
員
会「
北
海
道
ふ
る
さ

と
教
育
推
進
事
業
」の
指
定
を
受
け
た

和
琴
小
学
校
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
。

▼�

各
学
校
が
行
う
土
曜
授
業
へ
の
支
援
。

▼�「
北
海
道
教
育
大
学
と
の
相
互
協
力
協

定
」に
基
づ
く
、相
互
援
助
や
協
力
の
継

続
と
充
実
。

▼�

玉
川
大
学
と
の
相
互
協
力
体
制
の
検
討
。

５
　
特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼�

弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議

に
よ
る
、
子
ど
も
一
人
一
人
へ
の
支
援

の
在
り
方
の
検
討
。

▼�

釧
路
管
内
教
育
支
援
委
員
会
や
特
別

支
援
学
校
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
、
よ
り

組
織
的
な
対
応
の
推
進
。

▼「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」配
置
の
継
続
。

▼
教
職
員
の
研
修
の
促
進
。

６
　�

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

▼�

各
種
健
康
診
断
の
実
施
。

▼�

保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
の
確
立
や
生
活
リ
ズ
ム
の

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�「
新
体
力
テ
ス
ト
」「
体
力
づ
く
り
の
一

学
校
一
運
動
」な
ど
の
実
施
に
よ
る
、体

力
向
上
指
導
の
充
実
。

▼�「
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
基
づ
い

た
合
同
点
検
の
実
施
な
ど
、危
険
箇
所
の

早
期
発
見
、早
期
解
消
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

学
校
施
設
・
設
備
の
日
常
的
な
点
検
や

実
践
的
な
防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
。

▼�

不
審
者
対
策
の
た
め
の
防
犯
教
室
の

実
施
と「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
」「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」な
ど
、地
域
と
の
協
力

に
よ
る
事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
へ
の

取
り
組
み
。

７
　
教
員
の
資
質
向
上

▼�

教
職
員
の
学
び
に
対
す
る
支
援
。

▼�

学
校
課
題
解
決
の
た
め
の
校
内
研
修

の
計
画
的
推
進
に
対
す
る
支
援
。

▼�

法
定
研
修
、
校
外
研
修
へ
の
参
加
促

進
、
研
究
成
果
を
発
信
す
る
機
会
の
創

出
な
ど
、教
職
員
の「
互
い
に
学
び
合
う
」

関
係
づ
く
り
の
推
進
。

８
　�

就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

▼�

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
、教
材
費
や
災
害

共
済
給
付
金
一
部
支
援
の
継
続
。

▼�

準
要
保
護
家
庭
に
対
す
る
教
育
費
、
特

定
の
疾
病
に
対
す
る
治
療
費
支
援
の

継
続
。

▼�

高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
進
学
に
係
る

奨
学
生
の
支
援
。

９
　�

幼
稚
園
教
育
の
充
実

▼�

就
園
奨
励
費
補
助
の
継
続
。

▼�

幼
稚
園
運
営
費
に
対
す
る
助
成
の
継
続
。 へき地校の取り組みを支援

体力向上への取り組みを 昨年開催された総合教育会議

各校で特色ある土曜授業が
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▼�

今
年
度
で
最
終
年
度
を
迎
え
る「
第
６

次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計
画
」の

点
検
・
評
価
と
、
時
代
に
即
し
た
社
会

教
育
事
業
の
指
針
と
な
る
第
７
次
計

画
の
立
案
。

１
　�

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興

▼�

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
活
動
や
弟
子

屈
高
校
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
、
町
民

の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
学
習
環
境
の
整
備
。

▼�

弟
子
屈
町
教
育
支
援
活
動
運
営
委
員

会
を
中
心
と
し
た
関
係
者
の
連
携
に

よ
る
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
た
支
援
活

動
の
展
開
。

▼�

家
庭
教
育
冊
子「
子
ど
も
の
成
長
を
願

っ
て
」の
改
訂
版
配
布
。

２
　�

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

�

▼�

町
民
大
学
校
、
弟
子
屈
高
校
と
の
連
携

講
座
、出
前
講
座
、公
民
館
ま
つ
り
、ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
継
続
開
催
。

▼�

公
民
館
会
館
50
周
年
記
念
事
業「
公
民

館
音
楽
鑑
賞
会
」「
50
年
の
歩
み
展（
仮

称
）」な
ど
の
開
催
。

▼�

図
書
館
に
お
け
る
住
民
ニ
ー
ズ
や
地

域
の
実
情
に
即
し
た
蔵
書
の
整
備
。

▼�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
の
貸

し
出
し
予
約
や
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
、

読
書
相
談
、
移
動
図
書
館
バ
ス
の
運
行

な
ど
に
よ
る
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
充
実

へ
の
取
り
組
み
。

▼�

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
書
講
演
会

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
と

の
協
働
に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書

に
親
し
む
機
会
の
提
供
。

３
　�

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興

▼�

誰
も
が
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
し
や

す
い
環
境
の
整
備
。

▼�

芸
術
文
化
活
動
の
情
報
提
供
、
弟
子
屈

町
文
化
協
会
の
活
動
支
援
、
弟
子
屈
町

総
合
文
化
祭
の
開
催
に
対
す
る
支
援

の
継
続
。

▼�

芸
術
鑑
賞
バ
ス
事
業
に
よ
る
舞
台
芸

術
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
。

▼�

幼
児
や
児
童
の
た
め
の
芸
術
鑑
賞
会
、

児
童
・
生
徒
作
品
展
覧
会
な
ど
芸
術
を

鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供
、
子
ど
も
た
ち

の
日
頃
の
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
場
の
確
保
に
よ
る
、
豊
か
な

感
性
や
創
造
性
を
育
む
取
り
組
み
。

▼�

文
化
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ
る
、
全

道
・
全
国
大
会
参
加
の
支
援
。

▼�

４
月
に
本
町
で
開
催
さ
れ
る「
日
本
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
道
東
支
部
創
立

50
周
年
記
念
大
会
兼
第
６
回
道
東
支

10
　�

高
等
教
育
支
援
な
ど
の
充
実

▼�

各
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
、

弟
子
屈
高
校
の
現
状
の
ま
ま
で
の
存

続
に
対
す
る
働
き
か
け
。

▼�

弟
子
屈
高
校
生
の
通
学
バ
ス
利
用
に

対
す
る
援
助
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
全
道
・

全
国
大
会
へ
の
助
成
、
進
学
や
就
職
の

た
め
の
支
援
の
拡
充
な
ど「
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
」へ
の
支
援
の
推
進
。

11
　
小
中
高
等
学
校
連
携
の
促
進

▼�

２
０
０
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
小
中

高
連
携
事
業
の
継
続
。

▼�

昨
年
度
指
定
を
受
け
た「
小
中
高
一
貫

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
」

研
究
へ
の
支
援
。

12
　
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

▼�

教
材
教
具
や
校
用
備
品
の
整
備
充
実
、

校
舎
・
体
育
館
な
ど
の
補
修
、周
辺
の
環

境
整
備
な
ど
の
計
画
的
な
推
進
。

▼�

弟
子
屈
中
学
校
体
育
館
の
防
災
機
能

強
化
事
業
に
係
る
、
つ
り
天
井
撤
去
改

修
工
事
の
実
施
。

▼�
老
朽
化
し
た
小
学
校
の
教
師
用
・
児
童

用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
。

13
　
学
校
給
食
の
充
実

�

▼�

安
全
で
お
い
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
の
提
供
。

▼�「
学
校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
く
衛
生
・
安
全
管
理
の
徹
底
。

▼�「
学
校
給
食
試
食
会
」や「
地
場
産
品
を
活

用
し
た
献
立
の
工
夫
」な
ど
に
よ
る
、学

校
給
食
の
改
善
。

▼�

米
飯
給
食
や
地
産
地
消
に
対
す
る
助
成

の
継
続
。

▼�

栄
養
教
諭
の「
食
育
指
導
」な
ど
に
よ
る
、

子
ど
も
た
ち
の「
食
に
対
す
る
理
解
と

実
践
的
な
態
度
」の
育
成
。

部
日
本
民
踊
弟
子
屈
大
会
」へ
の
支
援
。

４
　
文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推
進

▼�

国
指
定
天
然
記
念
物「
和
琴
ミ
ン
ミ
ン

ゼ
ミ
発
生
地
」、
重
要
無
形
民
俗
文
化

財「
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
」、
国
指
定
史
跡

「
釧
路
川
流
域
チ
ャ
シ
跡
群
」、
町
指
定

天
然
記
念
物「
マ
リ
ゴ
ケ
」、
無
形
文
化

財
の
獅
子
舞
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
の

保
護
・
保
存
と
伝
承
活
動
へ
の
支
援
。

▼�

ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
を
通
じ
た
、
ア
イ

ヌ
文
化
に
対
す
る
理
解
・
普
及
の
啓
発
。

▼�「
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
生
活
空
間（
イ
オ
ル
）

再
生
事
業
」と
の
広
域
的
な
連
携
に
係

る
調
査
・
研
究
の
推
進
。

▼�

地
域
の
文
化
財
や
周
辺
環
境
を
総
合

的
に
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の「
弟
子
屈

町
歴
史
文
化
基
本
構
想
」策
定
に
向
け

た
取
り
組
み
。

５
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

弟
子
屈
町
体
育
協
会
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
開
催
の
継
続
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
委
員
会
と
の
連

携
に
よ
る
、
合
宿
誘
致
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
や
地
域
の
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
。

▼�

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
事
前
合

宿
誘
致
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ
る
、

全
道
・
全
国
大
会
出
場
の
支
援
。

読書に関する講演会を通して子どもたちに本に親しんでほしい

６
　
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

▼�

公
民
館
、図
書
館
、資
料
館
、体
育
施
設

な
ど
の
連
携
や
効
果
的
な
運
営
と
、
適

切
な
維
持
管
理
、改
修
・
改
善
の
実
施
。

▼�

施
設
の
指
導
者
な
ど
人
的
確
保
の
促

進
と
、
施
設
職
員
の
資
質
向
上
に
対
す

る
取
り
組
み
。

▼�

老
朽
化
し
た
社
会
教
育
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
検
討
。

　
社
会
の
変
化
や
教
育
改
革
の
動
向
を

踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き

と
学
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
活
力

あ
ふ
れ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
に
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

昨年初めて開催された給食試食会

弟子屈高校との連携講座

小中高連携事業継続でふるさと教育

▼�

北
海
道
、
北
海
道
教
育
委
員
会
、
北
海

道
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
連
携
し
て
推
進

す
る「
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
望

ま
し
い
生
活
習
慣
・
家
庭
学
習
の
習
慣

化
」達
成
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

自
然
体
験
、社
会
体
験
、芸
術
・
文
化
体

験
な
ど
多
様
な
活
動
機
会
の
提
供
に
よ

る
、子
ど
も
の
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
。

▼�

青
年
団
体
で
構
成
す
る「
ユ
ー
ス
フ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
組
織
活
動
に
対
す

る
継
続
支
援
。

▼�

青
年
の
生
活
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
学
習
機
会
の
提
供
。

▼�

学
習
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
成

人
期
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
、
芸
術
文
化
活
動
、
社

会
参
加
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

機
会
の
提
供
。

▼�

高
齢
者
に
対
す
る「
生
き
が
い
学
級
」活

動
の
継
続
。

スポーツ合宿を積極的に誘致 高齢者の方が生きがいを持てる講座を

力作ぞろいの児童・生徒作品展
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企業振興促進条例
①　企業振興促進制度
　町内における企業振興を促進するため、町内に事業場を新設、または増設する方に対し、助成や固定資産税の課税
免除を行う制度です。
　対象となるのは、工場や宿泊施設など18事業場です。
　また、新設・増設に加え、事業場の移転や、事業場を移転した上で業種を転換する場合も対象となります。

例）　飲食店を新設・増設・移転または他の業種から飲食店に転業する場合

飲食店 対象要件
投資額 新規雇用者 助成額

500万円以上 ２人以上新設 投資額の３％以内、上限200万円
150万円以上増設 投資額の３％以内、上限 30万円
 50万円以上移転または転業 投資額の３％以内、上限 20万円

（注）�その他の業種の事業場については、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、担当までお問い合わせください。
※投資額／事業場の建物および営業用設備の取得額。
※新規雇用者／事業者が新規に雇用する、本町に住民登録をしている方か、住民登録を予定している方。

②　新規雇用支援
　本町に住民登録をしている方か、住民登録をする予定の方を雇用する事業者に対し、その賃金の一部を１年間補助
します。

対象事業者
（次の全てに該当すること）

対象となる新規雇用者
（次の全てに該当すること）

利用回数
および人数

補助金額
（月額）

�弟子屈町に住所を有する方を積極
的、かつ継続的に雇用する意思が
ある事業者。
町が出資していない事業者。
町税などを滞納していない事業者。
�雇用保険に加入している、または
加入する事業者。
�過去１年間に事業主の事由による
退職者がいない事業者。

�雇用保険に加入し、1年を超え
て雇用される方。
�当該事業者（法人、その他の団体
では、その役員）の３親等以内の
親族でない方。

１事業所につき
１回、かつ新規
雇用者２人まで

１人かつ１カ月に
につき、支払った
月額賃金の10分の
３の額とし、３万
円を限度とする。

③　空き店舗の活用促進
　空き店舗を利用して事業を行う方に、賃借料や改築費を補助します。対象となる空き店舗は、賃貸借契約を締結す
る際に事業が行われていない店舗および事業用に使用していた家屋などで、次に該当する場合です。

申請者
（次の全てに該当すること）

賃貸借契約の相手方
（次の全てに該当しないこと）

新たに開業する方。
�空き店舗を利用して積極的、かつ継続
的に事業を営む意思のある方。
�町が出資していない法人やその他の
団体。
町税などを滞納していない方。
この補助を使用したことがない方。

▼補助対象者が個人の場合
補助対象者の３親等以内の親族。
補助対象者が役員の法人。
補助対象者の３親等以内の親族が役員の法人。

▼補助対象者が法人の場合
補助対象者の役員、または当該役員の３親等以内の親族。
補助対象者の同族会社。
補助対象者の同族会社の役員又は当該役員の３親等以内の親族。

　 ▼補助金の額
　賃借料補助金
　　　補助期間／２年間
　　　補助金額／営業開始１年目　月額賃借料の３分の２以内で限度額５万円
　　　　　　　　営業開始２年目　月額賃借料の３分の１以内で限度額２万5,000円
　改築費補助金
　　　補助対象費／空き店舗の営業に係る部分の改築・改装および営業用設備設置費用
　　　補助金額／改築費用の２分の１以内とし、上限額100万円問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

中小企業振興条例
④　融資
　本町の中小企業や協同組合などの経営の合理化と経済的地位の向上、事業運営の基礎となる金融の円滑化のため、
貸し付けを行っています。

　 ▼対象
　中小企業等協同組合法による協同組合。
　町内に独立した事業所や店舗を有して事業を行い、事業が北海道信用保証協会の保証対象業種の方。
　町税などを滞納していない方。

貸付金の
種類

貸付限度額
個人 法人

  600万円以内   600万円以内運転資金
1,500万円以内 1,500万円以内設備資金

※�申し込み方法／金融機関・北海道信用保証協会の所定の借入申込書に必要書類を添付し、弟子屈町商工会に提出。町を経て金融機関に申し
込みます。

※償還方法／割賦償還か一時償還で、運転資金は６カ月以内、設備資金は12カ月以内の据え置き期間を置くことができます。

償還期間
個人 法人

５年以内 ５年以内
10年以内 10年以内

貸付金の用途

経営合理化に充てるもの
設備の近代化・合理化に充てるもの

季節労働者等資格取得促進事業
⑤　季節労働者等資格取得促進事業
　季節労働者の方などの通年雇用化を目的に、新規に資格を取得した方に対し、費用の一部を助成しています。

　 ▼ �補助対象者／次に該当する方。ただし、下表①の資格取得事業を受講する場合は、当該年度または前年度に雇用
保険の短期雇用特例求職者給付の受給資格を得て、現在、雇用保険の一般被保険者でないこと。

　本町に居住し、住民登録をしている。
　町税などを滞納していない。
　下表①～③の資格取得事業のうち、受講した講座において資格検定試験に合格している。
　取得した資格を活用し、町内の事業所などで働く意思がある。
　資格取得に係る経費について、本事業から補助を受けたことがない。

※�補助対象となる経費は、資格取得事業のうち教育訓練などに要する入学料または登録料、教材費を含む受講料で、その講座で受講者の方
が支払った額です。

補助対象事業 補助金額（千円未満は切り捨て）
①�釧路地域通年雇用促進支援協議会が実施する季
節労働者資格取得事業に該当するもの 受講料などの10分の２と５万円の、いずれか低い方の額

②介護職員初任者研修課程を修了する事業 受講料などの10分の５と８万円の、いずれか低い方の額

③�その他、町長が必要と認める通年雇用化に結び付
く資格取得事業 町長が必要と認める額
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防災ワンポイントコーナー

　アトサヌプリ（硫黄山）は、３月23日から噴火警戒レベルが運用されました。
　アトサヌプリは、警戒レベル「１」（活火山であることに留意）に指定されましたが、火山活動に特段の変化はなく、
穏やかに経過しています。噴火の兆候も認められていません。
　警戒レベルの概要については、広報てしかが３月号でお知らせしました。今月は、レベルの概要や火山現象、避難の
考え方などについて説明します。

《噴火警戒レベル運用の目的と概要》
　アトサヌプリ火山は阿寒国立公園に含まれ、西の屈斜路湖と東の摩周湖に挟まれた位置にあります。付近には川湯
温泉などがり、多くの観光客の方が訪れています。周辺には観光道路や、つつじヶ原自然探勝路が整備されているほ
か、火口から約200ｍの近さに硫黄山レストハウス、さらに東側をＪＲ釧網線が縦走し、約１㎞のところに川湯温泉駅
があります。
　火山の恵みを享受するには、火山活動に対する「安心」「安全」を得るための防災体制の構築が不可欠です。住民や観
光客の皆さん、関係機関が取るべき防災対応を、分かりやすく５段階（「１／活火山であることに留意」「２／火口周辺
規制」「３／入山規制」「４／避難準備」「５／避難」）にレベル分けした『噴火警戒レベル』の運用により、より効率的な火
山防災体制の構築と、住民や観光客の皆さんの「安心」「安全」の確保が期待できます。

《アトサヌプリ火山と各溶岩ドームの位置》
　外輪山の内外にあるアトサヌプリを含め、周辺にある10個の溶岩ドームを合わせて、アトサヌプリ火山といいます。

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

ケース

水蒸気
噴　火

噴　　　石

《噴火ケースに応じた火山現象》

現象名 状態
噴火により吹き飛ばされた岩石などのこと。
大きな噴石（概ね直径50㎝以上）は、風の影響を受けずに火口から弾道を描いて四方に飛
散・落下する。
小さな噴石（概ね直径50cm未満）は風の影響を受け、風下側ではより遠くまで飛散する。
飛散範囲は爆発の強さなどにより異なる。

降　　　灰

火口から高く噴き上げられ降下した火砕物をいう。
火砕物は上層風に流されて火口の周辺や風下側に降下し、人々の生活や経済活動に大
きな打撃を与える。
直径２㎜未満のものを火山灰といい、物質としては、火山ガラス、鉱物結晶、古い岩石の
破片などである。
ガラス物質を含むため、吸引すると非常に危険である。

火　砕　流
高温の火山灰、溶岩片などと高温のガスが一団となって、高速で山を流れ下る現象。温
度は数百度、最大速度は時速100㎞以上にも達し、通過域では壊滅的な被害が生じる。
火砕流から身を守ることは不可能で、噴火警報などを活用した事前の避難が必要である。

火砕サージ

ベースサージ

気体に富んだ高温の流れで、火砕流の周辺部分やマグマ水蒸気噴火に伴って発生する
こともあり、火山礫（れき）や火山灰を主体とする。
火砕流に比べて見かけの密度ははるかに小さく、砂嵐のような現象である。しかし、構
造物を破壊するほどの威力があり、高温の場合は火災を引き起こすこともある。
マグマ水蒸気噴火に伴って地下水を吹き上げて発生する火砕サージを、ベースサージ
とも呼ぶ。

溶岩ドーム 粘性の大きな溶岩が広がらず、噴出口の上に盛り上がったドーム状の火山体をいう。
（アトサヌプリ、昭和新山などが有名）

マグマ
噴　火

《噴火警報の伝達》
　水蒸気噴火でもマグマ噴火でも、噴火前には火山性地震や火山性微動、山体の膨張など、何らかの火山現象がある
ため、事前に情報の発信を行いながら、避難準備を整えていきます。
　噴火警報の伝達要領は下図のとおりです。皆さんは日頃から、情報収集手段の確保、家族や知人、隣近所の方との連
絡・連携について、確認しておきましょう。
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第41回児童生徒
読書感想文コンクール

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
小
学
校
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

自
由
に
で
き
な
い
野
球
少
年
団

　
奥
春
別
小
学
校
　
坪 

井
　
謙 

尚 

君

　
『
瀬
戸
内
少
年
野

球
団
』。僕
は
、
こ
の

一
冊
の
本
を
選
び
ま

し
た
。僕
が
な
ぜ
、こ

の
本
を
選
ん
だ
か
と

い
う
と
、
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
の

理
由
は
、
僕
も
野
球
を
や
っ
て
い
て
、
野
球
の

事
な
ら
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
の
で
、共
通
点

が
多
い
の
で
話
が
分
か
る
か
な
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。も
う
一
つ
の
理
由
は
、
野
球
の
事
が

出
て
く
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

な
の
で
僕
は
、『
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
』と
い
う
本

を
選
び
ま
し
た
。

　

僕
は
、野
球
の
事
が
出
て
く
る
と
思
い
と
て

も
楽
し
み
で
し
た
。で
も
、
目
次
を
見
て
み
る

と
、「
ジ
ー
プ
は
走
る
」「
か
ぼ
ち
ゃ
の
花
」「
古
い

ボ
ー
ル
」「
す
み
ぬ
り
ま
つ
り
」な
ど
の
見
出
し
が

書
い
て
あ
り
、ぜ
ん
ぜ
ん
野
球
の
事
が
出
て
こ

な
か
っ
た
の
で
、
題
名
と
違
う
と
思
い
ま
し

た
。で
も
、「
三
本
足
の
怪
人
」や「
一
本
刀
里
帰

り
」な
ど
、意
味
の
分
か
ら
な
い
題
名
が
た
く
さ

ん
あ
り
、す
ご
く
お
も
し
ろ
そ
う
で
し
た
。

　

一
ペ
ー
ジ
目
を
見
て
み
る
と
、「
何
々
や
て
。」

や「
何
々
の
ん
か
。」「
咲
い
と
っ
た
。」な
ど
、大

阪
べ
ん
み
た
い
な
話
し
方
が
出
て
き
て
、お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

本
を
読
ん
で
い
る
と
、戦
争
が
終
わ
っ
た
時

の
話
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

　

す
ご
く
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
は
、
体
全
体
や
教
科
書
に
す
み
を
ぬ

っ
て
い
た
こ
と
で
す
。ぼ
く
も
書
写
の
時
間
に

少
し
、教
科
書
に
す
み
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。で
も
何
の
た
め
に
わ
ざ
と
教
科
書
を
ぬ

る
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
す
み
ぬ
り
ま
つ
り
」に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
た
。戦
争
を
一
致
団
結
し
て
戦
う

た
め
の
内
容
だ
っ
た
国
民
学
校
の
教
科
書
か

ら
、戦
争
教
材
や
国
家
主
義
的
な
意
味
合
い
が

強
い
部
分
を
切
り
取
っ
た
り
、す
み
で
ぬ
り
つ

ぶ
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

終
戦
後
は
、
物
資
も
不
足
し
、
新
し
い
教
科
書

を
作
る
こ
と
が
お
金
や
時
間
の
こ
と
か
ら
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

僕
は
、
ど
う
し
て
ぬ
り
つ
ぶ
す
の
だ
ろ
う
、
そ

の
ま
ま
残
し
て
お
い
て
も
い
い
の
に
と
思
い

ま
し
た
。で
も
少
し
考
え
て
み
る
と
、
き
っ
と

こ
れ
ま
で
の
、し
っ
ぱ
い
や
悪
い
こ
と
を
し
た

と
き
の
こ
と
を
反
省
し
て
、す
み
を
ぬ
る
こ
と

を「
す
み
ぬ
り
ま
つ
り
」と
い
う
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。最
初
は
少
し
、
楽
し
そ
う
だ
な
と
思

い
ま
し
た
が
、い
や
な
作
業
だ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
読
ん
で
い
く
と
、少
し
だ
け
野
球
の

話
を
見
つ
け
ま
し
た
。く
わ
し
く
読
ん
で
み
る

と
、試
合
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

僕
自
身
も
野
球
を
や
っ
て
い
る
の
で
、た
く

さ
ん
の
試
合
に
出
て
き
ま
し
た
。勝
つ
と
す
ご

く
う
れ
し
い
、
負
け
る
と
く
や
し
い
。戦
後
プ

ロ
野
球
で
の
試
合
は
東
軍
と
西
軍
が
あ
り
、東

軍
が
西
軍
に
勝
ち
ま
し
た
。勝
っ
た
東
軍
は
、

す
ご
く
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。で
も
、
負
け

た
西
軍
は
、
す
ご
く
く
や
し
く
て
、
気
分
が
悪

く
な
る
と
思
い
ま
す
。僕
は
、戦
争
が
終
わ
っ
て

ま
だ
日
に
ち
が
た
っ
て
い
な
い
中
で
プ
ロ
野

球
が
で
き
た
の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。ぼ

く
に
は
ぜ
っ
た
い
に
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

僕
は
、
学
校
に
勉
強
に
行
く
の
は
、
と
て
も

苦
手
で
し
た
。で
も
こ
の
時
代
は
、
学
校
に
行

き
た
く
て
も
行
け
な
か
っ
た
子
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。な
ん
で
そ
ん
な
に
学
校
に
行

き
た
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。学
校
ま
で
す

ご
く
き
ょ
り
が
長
く
て
も
歩
い
て
通
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。僕
は
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

む
か
し
は
、
や
り
た
い
こ
と
も
、
自
由
に
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
ご
く
か
わ
い
そ
う
だ
と

思
い
ま
し
た
。貧
し
い
生
活
を
し
て
生
き
て
い

た
の
で
、僕
は
す
ご
い
人
た
ち
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。む
か
し
の
人
た
ち
は
、
す
ご
く
つ
ら
い

こ
と
を
の
り
こ
え
て
き
て
い
る
の
だ
な
と
、こ

の
本
を
読
ん
で
思
い
ま
し
た
。

　
　
書
名『
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
久
　
悠
　
著

（
寸
評
）

　

や
り
た
い
こ
と
が
自
由
に
で
き
な
い
時
代
と
、自

由
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
で
き
る
現
在
。こ
の
本
か

ら
、今
の
時
代
の
良
さ
が
わ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
人
は
不
自
由
な
生
活
の
中
で
も
辛つ

ら

さ
を
乗

り
越
え
て
生
き
て
き
ま
し
た
。本
当
に
す
ご
い
こ
と

で
す
。今
、私
た
ち
が
感
じ
て
い
る
辛
さ
や「
無
理
だ
！
」

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
中
に
は
、す
ぐ
に
解
決
で

き
る
も
の
が
あ
っ
た
り
も

し
ま
す
。少
年
団
活
動
の

中
や
普
段
の
生
活
の
中
に

も
、
辛
さ
を
乗
り
越
え
る

ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
体
験
す
る
中

で
、
見
つ
け
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

■
小
学
校
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

「
な
ん
で
も
」と
い
う
言
葉

　
弟
子
屈
小
学
校
　
大
越
　
愛
梨
奈 

さ
ん

　
「
い
じ
め
」

　

図
書
館
で
本
を
選

ん
で
い
る
時
、
こ
の

題
名
が
目
に
入
り
、

私
は
ド
キ
ッ
と
し
ま

し
た
。ど
ん
な
内
容
な
ん
だ
ろ
う
と
気
に
な
っ

て
手
に
と
っ
て
み
ま
し
た
。表
紙
に
は
こ
う
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
『
い
じ
め
―
い
つ
わ
り
の
楽
園
―
』

　

こ
の
本
の
お
お
ま
か
な
あ
ら
す
じ
は
、 

主

人
公
の
日
下
葵
が
通
う
学
校
で
石
川
あ
か
り

（
あ
か
り
姫
）を
中
心
に
し
た「
あ
か
り
王
国
」が

あ
り
、葵
が
王
国
内
の
い
じ
め
に
気
付
き
、勇
気

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
話
で
す
。

　

私
が
こ
の
本
の
登
場
人
物
で
一
番
気
に
入

っ
て
い
る
の
は
主
人
公
の
日
下
葵
で
、彼
女
の

セ
リ
フ
の
中
で
一
番
好
き
な
の
は
、

「
あ
な
た
は
、友
達
を
愛
さ
な
い
。あ
な
た
に
と

っ
て
友
達
は
、自
分
を
輝
か
せ
る
た
め
の
道
具

に
過
ぎ
な
い
。で
も
、違
う
の
よ
。人
に
は
心
が

あ
る
の
。誰
に
で
も
、
宝
物
の
よ
う
に
大
切
に

守
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
心
が
あ
る
の
よ
。そ
れ

を
あ
な
た
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。」

と
い
う
セ
リ
フ
で
す
。こ
の
セ
リ
フ
は
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
葵
が
あ
か
り
に
投
げ
か
け
る
言

葉
で
す
。私
は「
友
達
と
は
心
か
ら
わ
か
り
あ
う

こ
と
が
で
き
る
、
大
切
な
仲
間
で
、
自
分
と
同

じ
場
所
に
立
つ
存
在
で
あ
る
」と
思
う
の
で
、葵

の
セ
リ
フ
に
そ
の
通
り
だ
な
と
共
感
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
気
に
な
っ
た
セ
リ
フ
が
あ
り
ま

す
。そ
の
セ
リ
フ
は
家
で
居
場
所
が
な
い
女
の

子
、阿
部
葉
月
の

「
こ
れ
か
ら
も
あ
か
り
王
国
に
い
ら
れ
る
の
な

ら
な
ん
だ
っ
て
す
る
」

と
い
う
心
の
中
の
言
葉
で
す
。私
は
こ
の
言
葉

に
ふ
れ
、葉
月
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。た
し
か
に
私
も
尊
敬
す
る
人
と

ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

「
な
ん
で
も
」

と
い
う
こ
と
は
人
を
い
じ
め
た
り
、
殺
し
た

り
、何
を
し
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。実
は
私
も
友
達
に
こ
の
言
葉
を

つ
か
っ
た
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば

ケ
ン
カ
を
し
た
時
、ご
め
ん
ね
と
あ
や
ま
っ
て

も
許
し
て
も
ら
え
な
い
時
に

「
な
ん
で
も
す
る
か
ら
…
」

と
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。人
間

に
と
っ
て

「
な
ん
で
も
…
」

と
い
う
言
葉
は
身
近
に
あ
る
あ
り
ふ
れ
た
言

葉
で
す
が
、深
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
言
葉
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
み
、生
活
に
い
か
し
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、い
じ
め
は
絶
対
に
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。い
じ
め
は
や
ら
れ
て
い
る
人

の
こ
と
を
考
え
る
と
で
き
る
わ
け
が
な
い
と

思
い
ま
す
。そ
れ
に
い
じ
め
ら
れ
て
自
殺
し
て

し
ま
う
人
も
い
る
か
ら
い
じ
め
は
絶
対
に
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。も
し
、
私
が
葵
の
よ
う

に
い
じ
め
が
起
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た

時
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
勇

気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
行
動
し
た
い
で
す
。そ
し

て
私
も
ち
ゃ
ん
と
友
達
の
力
に
な
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は

「
な
ん
で
も
…
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
時
は
よ
く
意
味
を
考
え

て
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。な
ぜ
な
ら
い
じ
め

な
ど
も

「
な
ん
で
も
…
」

の
中
に
入
る
か
ら
で
す
。「
な
ん
で
も
」と
い
う

言
葉
は
軽
い
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、と
て
も

重
い
言
葉
な
の
で
す
。私
は
ち
ゃ
ん
と
言
葉
の

意
味
を
考
え
て
話
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ「
い
じ
め
」の
シ
リ
ー
ズ
を

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
書
名『
い
じ
め
―
い
つ
わ
り
の
楽
園
―
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
内
　
昌
美
　
著

（
寸
評
）

　
「
な
ん
で
も
」と
い
う
言
葉
。何
と
な
く
使
っ
て
い

る
言
葉
で
も
、受
け
取
る
人
に
よ
っ
て
は
嫌
な
気
持

ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。大
越
さ
ん
は
四
月

か
ら
中
学
生
。友
達
と
や
り
と
り
す
る
時
の
言
葉
を

考
え
る
機
会
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。言
葉
を

大
切
に
す
る
と
、友
達
と
の
仲
が
も
っ
と
深
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。言
葉
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
か
ら
で
す
。い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
大
越
さ
ん
の

言
う
と
お
り
、
絶
対
に
い
け
な
い
こ
と
で
す
。友
達

の
力
に
な
れ
る
よ
う
、こ
の
本
を
読
ん
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
も
、来
月

以
降
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※�

児
童
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平
成

27
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。
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▼町民の方は下記町内宿泊施設での宿泊費が1,500円割引！

　住み慣れたふるさとのまちでも、観光客として泊まることで新たな魅力に気が付くかもしれません。ぜひ、この事
業を利用して、町内宿泊施設に泊まってみませんか。
※お１人につき５回まで利用可能です。

▼町民以外の方も次の場合のみ対象に！

　町民の方の親族／町内の会社・事業所で働いている方／町内のサークル・団体の会員／町内学校のクラス会
※町民の方が一緒に利用されることが必要です。
※町外の友人、知人は助成の対象になりません。

弟子屈地区

アリスガーデン　☎４８２‐７５８５

うさの森　☎４８２‐４６７２

温泉民宿 北の大地　☎４８２‐４９３７

温泉民宿 美里　☎４８２‐１０２０

きらの宿 すばる　☎４８２‐２２２４

ひとつぶの麦　☎４８２‐１１７７

ピュアフィールド 風曜日　☎４８２‐７１１１

ペンション ニューマリモ　☎４８２‐２４１４

ペンション ぽらりす　☎４８２‐２６２２

ゲストハウスゆうあん　☎４８２‐２９７７

ホテル摩周　☎４８２‐２１４１

摩周湖ユース・ホステル　☎４８２‐３０９８

民宿 ましゅまろ　☎４８２‐２０２７

民宿 摩湖　☎４８２‐５１２４

ペンション＆コンドミニアムBirao　☎４８２‐２９７９

川湯地区

お宿 欣喜湯　☎４８３‐２２１１

温泉浪漫の宿 湯の閣　☎４８３‐２０１１

川湯観光ホテル　☎４８３‐２１２１

川湯第一ホテル 忍冬　☎４８３‐２４１１

屈斜路湖荘　☎４８３‐２５４５

屈斜路湖ホテル　☎４８３‐２４１５

ＫＫＲかわゆ　☎４８３‐２６４３

コテージ ログハウス川湯　☎４８３‐２５４４

旅人宿 あさ寝坊　☎４８３‐２７２５

ホテル 開綋　☎４８３‐２３１８

ホテル パークウェイ　☎４８３‐２６１６

名湯の森ホテルきたふくろう　☎４８３‐２９６０

ホテル川湯パーク　☎４８３‐２６１１

ARt INn 極寒藝
げい

術
じゅつ

伝染装置　☎４８６‐７７７３

屈斜路地区

アトレーユ　☎４８４‐２４５５

ガストホフ ぱぴりお　☎４８４‐２２０１

屈斜路原野 ユースゲストハウス　☎４８４‐２６０９

屈斜路プリンスホテル　☎４８４‐２１１１

ゲストハウス　てぃんくる　☎４８４‐２１２２

コタン温泉プチホテル丸木舟　☎４８４‐２６４４

三香温泉　☎４８４‐２１４０

ペンション クッシャレラ　☎４８４‐３２３２

ペンション チャトラン　☎４８４‐２０２４

宿・花ふらり　☎４８４‐２６３３

宿泊助成を利用できる施設

問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

今年度も実施します！
▼利用券の交付場所

�弟子屈地区／役場観光商工課・

環境生活課（総合サービス室）

川湯地区／川湯支所

▼ �交付日時

　�月～金曜日（祝日を除く）の８時

45分～17時30分

※�利用券の使用期限は、発行後

２週間までです。利用日を確

認の上、申請してください。

利用者の名前 住所（町外は市町村名まで）

弟子屈　太郎 中央２丁目３番１号
弟子屈　花子 同上

弟子屈　次郎 釧路市

▼利用券の書き方

申請者（町民の方）

申請者（町民の方）が紹介する方

利用方法

①�左記交付場所で利用券の
発行を受ける。

↓
②�チェックイン時に利用券
を宿泊施設へ出す。

↓
③�宿泊施設でアンケートに
答えて1,500円割引！

※�食事のみの利用では、助
成は受けられません。

事業に参加してくださる施設を随時募集しています！

　

地
域
お
こ

し
協
力
隊
の

炭
田
晃
希
で

す
。

　

３
月
14
日

に
２
０
１
５

年
度
の
活
動

報
告
会
を
町

公
民
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

年
度
末
の
お

忙
し
い
中
、

多
く
の
方
に

お
越
し
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
用
の
報
告
書
を
作
成
す
る
た
め
、昨

年
６
月
に
着
任
し
て
か
ら
10
カ
月
の
弟
子
屈

暮
ら
し
を
振
り
返
っ
て
い
た
の
で
す
が
、多
く

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
活
動
し
て
い
る
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
南
弟
子
屈
地
域
活
性

化
協
議
会
で
の
活
動
は
、仮
に
私
が
ど
ん
な
に

優
れ
た
ス
キ
ル
や
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い
た

と
し
て
も
、協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
共

に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。南
弟
子
屈
の
こ
と
を
何

も
知
ら
な
い
私
が
事
務
局
と
し
て
活
動
で
き

て
い
る
の
は
、
南
弟
子
屈
の
こ
と
、
弟
子
屈
の

歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
が
い
る
か

協力隊通信
炭田さん（右）

＆
髙木さん（左）

地元産の食材を使ったおいしい食事と共に

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai

日々の活動
発信中！

協
力
隊
は
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く

地
域
が
行
う
活
動
の
起
爆
剤

たくさんの方が集まった協力隊の活動報告会

ら
で
す
。そ
ん
な
皆
さ
ん
と
１
年
か
け
て
南
弟

子
屈
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
で
き
た
こ
と

は
、
協
議
会
の
立
派
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
さ
ら
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
し

て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
検
討
し
、実
施
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。今
ま
で
以
上
に
多
く

の
方
を
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
の
つ
ど
い
で
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
カ
リ

ス
マ
で
も
な
く
、将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た

め
に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
起
爆
剤
、新
し
い

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、皆
さ
ん

と
一
緒
に
弟
子
屈
に
つ
い
て
考
え
て
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。新
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

土
地
の
食
材
と
味
わ
う
こ
と
で

ワ
イ
ン
の
魅
力
を
最
大
限
発
揮

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
髙
木
浩
史
で
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
た
の
は
３
月
初
旬
で
し

た
が
、暖
か
い
日
が
増
え
て
き
て
、少
し
ず
つ
春

が
近
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。ブ
ド
ウ
の

新
芽
が
芽
吹
く
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
す
が
、

他
の
植
物
は
気
温
の
変
化
に
敏
感
の
よ
う
で

す
。旧
昭
栄
小
学
校
に
今
年
か
ら
植
え
付
け
る

予
定
の
バ
ラ
の
挿
し
木
は
、
新
芽
が
日
を
追
う

ご
と
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。北
海
道
で
の

バ
ラ
栽
培
は
初
め
て
な
の
で
、
こ
の
新
芽
が
ど

の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
が
休
眠
し
て
い
る
間
、私
は
と
い
う

と
チ
ー
ズ
の
製
造
体
験
、
摩
周
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
店
、弟
子
屈
町
の
じ
ゃ
が
い

も
レ
シ
ピ
講
習
会
の
手
伝
い
、ブ
ド
ウ
栽
培
の

セ
ミ
ナ
ー
参
加
な
ど
、弟
子
屈
町
内
外
で
の
活

動
の
ほ
か
に
、２
０
１
６
年
度
の
ブ
ド
ウ
栽
培

計
画
や
ワ
イ
ン「
葡え

萄び

色
の
旦
よ
あ
け
」の
提
供
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。「
葡
萄
色

の
旦
」は
製
造
量
が
ま
だ
少
な
い
こ
と
か
ら
一

般
販
売
は
行
わ
ず
、今
秋
に
町
内
で
味
わ
え
る

企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

摩
周
湖
を
は
じ
め
と
し
た
雄
大
な
自
然
の

下
で
育
っ
た
弟
子
屈
産
の
農
産
物
は
、ど
れ
も

素
晴
ら
し
い
個
性
を
持
っ
て
い
る
と
私
は
感

じ
て
い
ま
す
。ワ
イ
ン
は
そ
れ
だ
け
で
味
わ
う

の
で
は
な
く
、そ
の
土
地
の
食
材
と
味
わ
う
こ

と
に
よ
っ
て
、魅
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
秋
の
企
画
は
ワ

イ
ン
だ
け
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
の
で
は
な

く
、ワ
イ
ン
を
含
め
た
弟
子
屈
町
の
食
材
の
魅

力
を
引
き
出
す
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。こ
ち
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５
月
の

広
報
で
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　小さなことからコツコツと！環境に配慮した行動の積

み重ねが地球や家庭の「エコ」につながります。

「エコ」って…？
　元々は「エコロジー」からきている和製英語です。エコロジーには生態

学という意味があり、そこから「生態・環境に配慮した行動・活動」を行う際に使われるように

なりました。

衣類や使用済み小型家電は資源ごみです！～リサイクルを進めよう!!～

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの
すすめ
　この季節、新しい生活を始めた方や、新生活の準備をする方も多いのでは？

　不要になった衣類や使用済み小型家電は「燃やせるごみ」や「燃やせないごみ」ではなく『資源ごみ』として出す

ことができます。下記をご確認の上、出してください。

衣類・布類
◎対象になるもの
　素材に関わらず衣類、衣料品全般・古布など
　※�洗濯済みであれば、多少のシミ、黄ばみ、破れ、色柄物は問いません。

×対象外のもの
　 スキーウエア・手袋・和服類・反物・毛布丹前・枕・布

団・ベッドパッド・座布団・じゅうたん・マット類・端

切れ・カーテン・便座カバー・ぬいぐるみ・クッショ

ン・下着・洗濯していないもの・濡れているもの・汚れ

のひどいもの・カビやペットなどの臭いのするもの

【出し方】

　資源ごみの袋に入れて、収集に出す。

　回収ボックスに入れる。
　※回収ボックスに入れる場合は、ごみ袋は不要です。

【回収ボックス設置場所】

　役場・川湯支所・屈斜路研修センター・美留和処理場

使用済み小型家電
◎対象になるもの

　電池、電気、バッテリーで動くもの
　※車のバッテリーなど、液式のものは除きます。
　※電池やバッテリーなど、付属品は外してください。

×対象外のもの

　テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコン
　※電気店へお問い合わせください。

　パソコンのモニター単体
　※各メーカーかＰＣ３Ｒ協会へお問い合わせください。

【出し方】（ごみ袋は不要です）

　回収ボックスに入れる。
　※投入口（30㎝×30㎝）に入るものに限ります。
　※大きなものは美留和処理場へ持ち込んでください。

　美留和処理場へ持ち込む。

【回収ボックス設置場所】

　役場・川湯支所・郵便局（弟子屈・川湯・屈斜路）

燃やせないごみに分別していた

｢スプレー缶・カセットボンベ｣の
新たな分別回収が始まりました!!

スプレー缶やカセットボンベなどによる火災事故を未然に防ぐため

４月から新たな分別回収を実施します

① 分別の種類
種類／スプレー缶類
　 スプレー缶やカセットボンベだけを分別
します。

主な対象物
ヘアスプレー・染毛剤・泡状整髪料・化粧水・
消臭剤・殺虫剤・潤滑剤・塗料・クリーナー類

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

② 出し方

▼必ず中身とガスを出し切る。

▼ �キャップやノズルなど、外せるもの
は外す。（プラスチックごみなどへ）

▼ �中身が分かる袋に入れる。
（レジ袋など）

▼ �袋にマジックなどで「スプレー」と書
く。

※ 缶に穴を開けなくて
も構いませんが、必
ず中身とガスを出し
切ってください。

③ 収集日
第３の各曜日
　 資源ごみ（白色発泡スチロール・白色トレー・
ダンボール）と収集日が同じ日になります。

※ 詳しい曜日や日にちなどは『ごみ収集年間ス
ケジュール』（広報てしかが３月号に折り込
み）をご確認ください。

　 ごみ収集年間スケジュールが、お手元にな
い方は、役場または川湯支所へお越しくだ
さい。

※ 美留和処理場へ直接搬入することもでき
ます。

！　次の場合は  　　　　　　
　収集を行いません!!

▼中身やガスが残っている。

▼ �キャップやノズルなど外せるものが
ついている。

▼ �他のごみが袋に入っている。

▼ �燃やせないごみ（黄色）の袋に入って
いる。

▼ �中身が分からない袋に入っている。

※ どうしてもスプレー缶類の中身を使い切る
ことができないときなどは、商品に記載され
いるお客さま相談室や販売元にお問い合わ
せください。

高 齢者向け給付金を支給
　所得の少ない高齢者の方を対象に「高齢者向け給付金」が支給されます。

　国が掲げる「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低年金受給者の方へ支援すること

により、アベノミクスの成果を平等に受けていただくこと。また、高齢者世帯の年金も含めた所得全体の底上げを図

ることが目的です。

▼ �支給対象者／昨年実施された「簡素な給付措置（臨時福祉給付金）」の支給対象者のうち、2016年度中に満65歳以上

となる方。（1952（昭和27）年４月１日以前に生まれた方）

▼支給額／支給対象者１人につき30,000円

※支給を受けるには、2016年１月１日時点で住民登録をしていた市町村への申請が必要です。

※ 支給対象者の方には、４月上旬に申請書を郵送します。支給を希望する場合は、４月15日㈮～７月15日㈮に申請し

てください。

※ 申請書や受付期間などは、市町村によって異なります。本町以外が申請先となる場合は、該当市町村にご確認くだ

さい。

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
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中学１年生～高校１年生の女の子とその保護者の方へ
　2013年６月、厚生労働省から子宮頸（けい）がん予防ワクチンを積極的に勧めないという通達がありました。

　通達に基づき、町も積極的に勧奨は行っていませんが、接種に対する助成事業は継続することとなっています

ので、お知らせします。接種を希望される方は、ご連絡ください。

高齢者肺炎球菌予防接種に助成します
　町では、高齢者肺炎球菌予防接種に助成を行っています。
　今年度、助成の対象となるのは、2017年３月31日までに「65歳」「70歳」「75歳」「80歳」「85歳」「90歳」「95歳」「100歳」に
なる方です。今年度、対象となった方は、今後、助成の対象となることがありませんので、予防接種を希望される方は、
ぜひ、この機会に接種しましょう。

▼助成対象者

対象年齢（年度年齢） 生年月日など

60～64歳

1952（昭和27）年４月２日～1957（昭和32）年４月１日に生まれた方で、心臓や腎臓、呼吸器

の機能に障がいがある方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあ

り厚生労働省省令に定められた方。

65歳 1951（昭和26）年４月２日～1952（昭和27）年４月１日に生まれた方

70歳 1946（昭和21）年４月２日～1947（昭和22）年４月１日に生まれた方

75歳 1941（昭和16）年４月２日～1942（昭和17）年４月１日に生まれた方

80歳 1936（昭和11）年４月２日～1937（昭和12）年４月１日に生まれた方

85歳 1931（昭和６）年４月２日～1932（昭和７）年４月１日に生まれた方

90歳 1926（大正15）年４月２日～1927（昭和２）年４月１日に生まれた方

95歳 1921（大正10）年４月２日～1922（大正11）年４月１日に生まれた方

100歳 1916（大正５）年４月２日～1917（大正６）年４月２日に生まれた方

▼助成回数／生涯１回のみ助成（※過去に１回でも自費で接種している方は、対象になりません）

▼実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリニック・川湯の森病院

▼自己負担額（右記以外は町が負担します）／70歳以下の方　2,000円・75歳以上の方　1,000円

▼ �予防接種の受け方／役場に助成の申し込みをした上で、各医療機関に予防接種の予約をしてください。予防接種の
際は、町民であることと年齢の確認ができるよう、保険証などを提示してください。

▼申し込み締め切り／2017年３月17日㈮

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

子宮頸がんワクチンに関するお知らせ

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

日本脳炎ワクチンが北海道で定期接種に

４月から

　今まで北海道は「日本脳炎ワクチンを接種する必要のない地域」と指定されてきましたが、４月から「必要な地域」
となりました。当面の間は経過措置として、20歳未満の方が助成の対象になります。希望される方は、役場に申し込
みが必要です。（個別通知をされた方は、医療機関に直接、予約をしてください）

日本脳炎とは
　日本脳炎はヒトからヒトへの感染はありません。いったん、ブタなどの体内で増え、血液中に出たウイルスを蚊が
吸血し、その上でヒトを刺すことによって感染します。症状が現れずに経過する場合がほとんどですが、症状が出る
場合には潜伏期間の後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引き続き急激に、光への過敏症、意識障害（意識が
なくなること）、けいれんなどの中枢神経系障がい（脳の障がい）を生じます。�大多数の方は、無症状に終わりますが、
脳炎を発症した場合、20～40％が死亡に至るといわれています。

今年度の対象者と接種回数　原則４回（今までの接種回数や年齢により回数・接種間隔は異なります）

定期接種

接種日時点で　Ⅰ期／生後６カ月～90カ月（７歳６カ月）未満の方　　Ⅱ期／Ⅰ期を終了した満９歳～満13歳の方
※標準的な接種期間／３・４歳（Ⅰ期）に３回・９歳（Ⅱ期）に１回

対象 生後６カ月～90カ月（７歳６カ月） 対象 満９歳～満13歳

Ⅰ期 １回目　＋　２回目　＋　３回目　＝　全３回
Ⅰ期はこれで終了です。

Ⅱ期 ４回目　→　終了
全行程終了です。

特例措置

接種日時点で　満９歳～満20歳
※満７歳６カ月～満８歳11カ月の間は予防接種の対象にはなりませんが、９歳以降に助成対象になります。
※20歳以上になると助成対象にはなりませんので、ご注意ください。

未接種 １回目　＋　２回目　＋　３回目　＋　４回目　→　終了
Ⅰ期で未接種だった方は、４回接種できます。

既に１回接種 １回目　＋　２回目　＋　３回目　→　終了
Ⅰ期で１回接種した方は、３回接種します。

既に２回接種 １回目　＋　２回目　→　終了
Ⅰ期で２回接種した方は、２回接種します。

申し込み
　接種を希望される方は、下記までご連絡ください。説明文・問診票をお渡しします。
※�役場から個別通知をされた方に限り、医療機関に直接予約をしてください。
※�これまでの接種歴により接種回数やスケジュールが異なるため、母子手帳を用意した上で連絡すると、スムーズに
申請ができます。

その他
※�予防接種は原則、保護者同伴ですが、13歳以上の方で保護者の同伴が難しい場合には、同意書があればお子さんだ
けでも接種可能です。ただし、接種を受ける方が既婚者の場合は、保護者自署欄の署名は本人となり、同意書も必要
ありません。

※�13歳以上の女性は、妊娠中もしくは妊娠している可能性がある場合には原則、接種は控えてください。
※�本町に住民票がある方が、実際には他の市町村にお住まいの場合には償還払い（一度、医療機関で予防接種費用を
支払い、後日、役場に申請をして払い戻し）で対応しています。（手続きに必要なもの／予防接種の領収書・印鑑・通
帳（振込先を確認するため））

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）
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度
か
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、
特
定
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療
費
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ま
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療
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助
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は
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り
で
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本
町
に
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あ
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方
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対
象
で
す
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回
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６
回
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性
／
治
療
１
回
当
た
り
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万
円（
生

今月の保健師

長�町　理�乃�さん
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男
性
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助
成
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れ
る
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と
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も
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も
し
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ま
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ん
。

不
妊
は
女
性
の
問
題
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、最
近
で
は
男
性
側
に
も
問
題
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。不
妊

治
療
は
夫
婦
に
と
っ
て
深
刻
な
悩
み
で

す
。精
神
的
な
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
治

療
費
が
高
額
で
、通
院
し
て
い
る
病
院
ま

で
の
交
通
費
な
ど
も
か
か
り
、経
済
的
負

担
も
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。少
し
で

も
、経
済
的
負
担
の
軽
減
に
な
れ
ば
と
考

え
、実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

妊
婦
受
診
券
超
音
波
検
査
の
助
成

回
数
拡
大

　

こ
れ
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（グラフ１）弟子屈町の年間出生数

　地域の自主性と自立性を尊重し、町や地域にとって有効で、公益性が見込まれる事業に対し、補助することを目

的とする「弟子屈町地域づくり活動支援事業補助金交付規則」に基づき、補助金交付希望団体の募集を行います。

【補助対象者】

　  町内において、地域づくり活動を継続的に推進する自治会およびコミュニティー団体など

　（会社法に定められている会社および営利団体を除く）

【補助金額】

　  補助対象経費の３分の２以内（ただし、１事業につき10万円が限度です）

【補助対象事業】

　①公益性が認められる事業

　②地域の活性化につながる事業など

　  （ 独立採算の事業・国、道もしくは町から別の補助金の交付を受けようとする事業は、対象となりません）

【補助対象例】

　 地域のイベントの開催、地域のための奉仕活動、セミナーの開催など

【募集期間】

　 随時（ただし、予算がなくなり次第終了します）

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

平成28年度地域づくり活動支援事業地域づくりを応援!!

地域づくり活動支援事業補助金の利用状況（平成27年度の主な実績）

実施団体 事業内容および効果実施事業

てしかが国際交流会
てしかが国際交流会トークシ

リーズ「もっと外国を知ろう」

町内在住の外国人や海外滞在経験者を講師に迎え、海外事情を聴

く場を設けました。会を通し、国際交流の促進が図られました。

映画「じんじん」

弟子屈町上映実行委員会

「クロコダイルの恋」弟子屈公演

開催事業

音楽道化師ユニット「アルルカン・ヴォイス・シアター」による「ク

ロコダイルの恋」の公演が行われ、舞台鑑賞を通じて町民の皆さ

んの文化・芸能に対する理解が深まりました。

リコーダーを楽しむ会
リコーダーを楽しむ会10周年

記念コンサート

町内で活動する「リコーダーを楽しむ会」が、結成10周年記念コン

サートを開催。誰もが触れたことがあるリコーダーを用いるこ

とで、気軽に音楽を楽しんでいただき、町民の皆さんの文化の醸

成に寄与しました。

子育て世帯応援 保育料の助成を行います！
　町では2014年度から、子育て支援事業として保育料の助成を行っています。
　各保育園・幼稚園に納めていただいた保育料の２分の１を助成するもので、
子育て世帯の経済的負担を軽減することが目的です。
　助成の対象となるのは、おひさま保育園・川湯保育園・摩周丘幼稚園・奥春別
森の保育園に入園しているお子さんがいらっしゃる世帯です。
　助成金は10月、３月の年２回支給です。申請書は９月末と２月末に、各園を
通して保護者の方に配布します。申請書の提出先も各園となります。
　ご不明な点などがありましたら、下記までお問い合わせください。

❏問い合わせ先
　役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）
　おひさま保育園☎４８２‐２４４４
　川湯保育園☎４８３‐２５３７
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